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平成28年2月現在 

           

五
常
校
区
自
主
防
災
会
と
五
常
校
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
２
月
28
日
に
第
13
回

防
災
訓
練
・
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
し
た
。
防
災
訓
練
は
「
早
朝
に
震
度
６

強
の
地
震
発
生
」
を
想
定
し
、
自
治
会
長
を

先
頭
に
第
一
次
避
難
所
で
あ
る
五
常
小
学
校

へ
避
難
誘
導
す
る
訓
練
と
、
初
期
消
火
や
応

急
搬
送
な
ど
を
体
験
す
る
訓
練
の
二
部
構
成

で
行
い
ま
し
た
。
運
動
場
で
の
訓
練
に
は
伏

見
枚
方
市
長
が
激
励
に
来
て
く
だ
さ
り
、
緊 

          

急
搬
送
訓
練
な
ど
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 
今
回
の
訓
練
の
目
玉
は
、
煙
道
体
験
で
し

た
。
二
人
一
組
で
煙
が
充
満
し
て
い
る
特
設

テ
ン
ト
に
入
り
視
界
不
良
の
な
か
姿
勢
を
低

く
し
て
出
口

に
向
か
う
の

で
す
が
、
参

加
者
か
ら
は

「
想
像
以
上

に
怖
か
っ

た
」と
か「
煙

の
恐
ろ
し
さ

が
実
感
で
き

た
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
煙
の
怖
さ
を
あ
ら

か
じ
め
知
っ
て
い
る
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に

き
っ
と
役
立
つ
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
年
の
参
加
者
は
残
念
な
が
ら
３
０
０
人

を
切
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
初
期
消
火
や

救
急
救
命
な
ど
同
じ
内
容
を
実
施
し
て
い
る

た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
マ
ン
ネ
リ
感
が

あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
年

に
一
度
は
避
難
訓
練
を
体
験
し
て
お
く
こ
と

が
、
緊
急
時
に
も
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
た

め
に
も
極
め
て
重
要
な
の
で
す
。 

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
は
、
今
世
紀
前
半
に

確
実
に
起
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
震

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
を
少

な
く
す
る
こ
と
は
準
備
次
第
で
可
能
で
す
。

今
回
参
加
し
な
か
っ
た
方
も
市
な
ど
が
行
う

防
災
訓
練
や
研
修
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、

地
震
時
の
家
族
間
の
連
絡
方
法
な
ど
を
、
今

一
度
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

                        

煙
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験 

第
13
回
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

 

さ
く
ら
祭
り
に
来
て
ね 

第
７
回
煙
突
山
さ
く
ら
祭
り
を
開
催
。 

と 

き
：
平
成
28
年
４
月
10
日
（
日
） 

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時 

と
こ
ろ
：
枚
方
市
水
道
局
妙
見
山
配
水
池

（
通
称
エ
ン
ト
ツ
山
） 

配
水
池
は
重
要
な
水
道
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
法
令
で
衛
生
上
の
特
別
の
配

慮
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
普
段
は
入
れ
ま

せ
ん
。
当
日
の
ペ
ッ
ト
の
入
場
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。 

妙
見
山
煙
突
は
枚
方
市
の
戦
争
遺
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
枚
方
市

人
権
政
策
室
の
見
学
会
が
同
時
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

 

な
お
、
名
園
「
以
楽
公
園
」
は
３
月
25

日
か
ら
４
月
８
日
ま
で
公
開
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

伏見市長から激励の言葉 

煙体験テントは怖かった、びっくりぽん！ 

消火器も使ってみましょう 
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郵
便
局
南
地
区 

五
常
小
学
校
西
側
の

郵
便
局
南
地
区
で
は
淀

見
通
り
の
擁
壁
が
完
成

し
、
約
１
メ
ー
ト
ル
歩

道
が
拡
幅
さ
れ
ま
し
た
。 

擁
壁
の
高
さ
は
４
ｍ
ほ

ど
で
す
。 

以
楽
公
園
交
差
点
か

ら
学
校
前
の
横
断
歩
道

ま
で
の
擁
壁
工
事
は
継

続
中
で
す
が
、
４
月
の

新
学
期
ま
で
に
は
完
成

さ
せ
、
仮
歩
道
か
ら
本

歩
道
へ
移
行
さ
せ
る
べ

く
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

桜
通
り
や

郵
便
局
前

付
近
の
擁

壁
も
順
次

完
成
し
て

い
ま
す
。 

    

ロ
ー
ソ
ン
南
地
区 

桜
通
り
側
に
は
沿
道
の
桜
の
背
丈
を
超
え

る
擁
壁
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
擁
壁
表
面
は

石
垣
様
の
化
粧
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
と
は
少
し
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

五
本
松
か
ら
七
丁
目
へ
の
坂
道
の
擁
壁
は

ほ
ぼ
完
成
し
、
仮
枠
の
内
側
に
は
完
成
後
に

供
用
さ
れ
る
70
㎝
の
拡
幅
予
定
空
間
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
排
水
管
埋
設
工
事
な

ど
の
影
響
で
予
定
よ
り
少
し
遅
れ
気
味
で
す
。 

四
中
北
地
区 

周
囲
の
既
存
の
石
垣
な
ど
が
す
べ
て
撤
去

さ
れ
、
東
側
（
山
之
上
側
）
の
擁
壁
工
事
が

四
中
側
か
ら
順
次
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
桜

通
り
側
は
す
で
に
完
成
し
て
い
ま
す
。
構
内

で
は
斜
面
を
活
用
す
る
た
め
の
造
成
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

高
低
差
の
あ
る
敷
地
に
病
院
建
物
を
建
築

す
る
た
め
、
土
地
の
改
変
・
整
地
が
行
わ
れ

ま
す
。
南
側
の
い
わ
ゆ
る
「
地
獄
坂
」
に
面

す
る
石
垣
や
斜
面
は
大
部
分
が
撤
去
さ
れ
ま

す
。
土
地
造
成
に
つ
い
て
は
、
枚
方
市
の
許

可
が
下
り
、
３
月
末
に
着
工
予
定
で
す
。 

造
成
工
事
に
よ
る
影
響
を
確
認
す
る
た
め

の
事
前
調
査
が
周
辺
の
建
物
に
対
し
て
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と

し
て
は
安
全
対
策
や
環
境
対
策
を
確
実
に
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。 

ＵＲ都市機構跡地の開発状況 

戸建て住宅地区の擁壁工事進む 

病
院
敷
地
工
事
開
始 

淀見通りの擁壁、茶色の部分が拡幅された歩道 

桜通りの擁壁が完成 
以楽公園付近の擁壁、角切りが行われた 

五本松から七丁目への坂道の拡幅部分も見えてきた 

四中北地区・東側の擁壁も順次完成 
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と
ん
ど
祭
り
は
、
し
め
飾
り
、
門
松
、
書

き
初
め
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
焼
き
、
一
年
の

無
病
息
災
を
祈
願
す
る
行
事
と
し
て
小
正
月

（
１
月
15
日
）
に
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、

地
域
に
よ
っ
て
「
ど
ん
ど
」「
ど
ん
ど
焼
」
な

ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
五
常
校
区
の
と
ん

ど
祭
り
は
今
年
26
回
目
と
な
り
ま
し
た
。 

１
月
10
日
の
青
空
を
バ
ッ
ク
に
威
勢
よ

く
燃
え
上
が
る
と
ん
ど
に
参
加
者
は
「
新
し

い
年
の
願
い
」
を
託
し
ま
し
た
。
参
加
者
に

は
、
焼
き
芋
、
ぜ
ん
ざ
い
、
豚
汁
を
、
大
人

に
は
御
神
酒
も
振
る
舞
わ
れ
、
大
勢
の
家
族

連
れ
が
こ
れ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
は
今
年
も
子
ど
も
に
大
人
気
で
し
た
。 

各
自
治
会
等
か
ら
選
出
さ
れ
た
実
行
委
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は
前
日
の
竹

の
伐
採
、
振
る
舞
い
の
準
備
、
当
日
早
朝
か

ら
と
ん
ど
櫓
（
や
ぐ
ら
）
の
設
置
な
ど
に
奮

闘
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

櫓
の
竹
が
破
裂
す
る
音
や
、
舞
い
上
が
っ

た
藁
の
燃
え
か
す
が
住
居
に
落
ち
る
な
ど
、

近
隣
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
の
絆
を
つ

く
る
伝
統
行
事
に
今
後
皆
様
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

    

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
毎
年
２
月
に
、

６
年
生
の
卒
業
を
祝
っ
て
「
紅
白
の
お
餅
」

を
贈
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
２
月
23
日
に
当

協
議
会
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
参
集
し
て
い

た
だ
い
た
有
志
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

１
斗
の
お
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の

声
援
を
受
け
、
教
頭
先
生
と
６
年
生
担
任
の

先
生
に
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

五
常
小
学
校
を
巣
立
つ
６
年
生
の
皆
さ
ん

が
、
立
派
な
中
学
生
に
な
る
よ
う
、
声
援
を

お
く
り
ま
す
。
頑
張
れ
！ 

           

    

五
常
っ
子
見
守
り
隊
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
と
、
各
自
治
会
か
ら
も
多
く
の
皆

様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
も
無
事
に

見
守
り
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

    

卒
業
し
て
い
く
五
常
っ
子
か
ら
、
感
謝
の

言
葉
を
記
し
た
寄
せ
書
き
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
４
月
に
は
新
一
年
生
が
笑
顔
で
下
校
し

て
き
ま
す
。
新
年
度
も
多
く
の
皆
様
の
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

燃
え
上
が
る
「
と
ん
ど
」
に
新
年
の
幸
を
祈
る 

第
26
回
と
ん
ど
祭
り
を
開
催 

卒
業
を
祝
う
お
餅
つ
き 

見
守
り
隊
に 

感
謝
の
寄
せ
書
き 

 

勢いよく燃えるとんど櫓 

児童に見守られ餅つきにも力が入ります 

← 餅をまるめる女性陣 

児童の寄せ

書き 
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五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
っ
て

何
？
住
民
と
の
関
わ
り
は
？
な
ど
、
疑
問
を

持
つ
方
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
特
集

を
組
み
ま
し
た
が
、
再
び
解
説
し
ま
す
。 

 

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
小
学
校
区

の
自
治
会
及
び
各
種
団
体
（
防
犯
協
議
会
、

福
祉
委
員
会
、
交
通
対
策
協
議
会
な
ど
）
で

組
織
さ
れ
、
市
内
45
の
小
学
校
区
の
す
べ
て

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
枚
方
市
は
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
行
政
と
対
等
で
協
力

し
合
う
「
地
域
の
窓
口
」
と
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
安
全
・
安
心
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
地
域
住
民
の
連
携
の
促
進
を

は
か
る
た
め
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
は
、
地

域
の
弾
力
的
な
運
用
が
可
能
な
「
基
礎
額
」

と
、
使
途
を
限
定
し
た
「
特
別
事
業
額
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
平
成
27
年
度
の
五
常
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
へ
の
補
助
金
は
基
礎
額

47
万
８
千
円
、
自
主
防
災
活
動
費
20
万
円
、

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
50
万
円
で
す
。

特
別
事
業
額
は
全
額
、
自
主
防
災
会
及
び
校

区
福
祉
委
員
会
の
活
動
費
と
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
自
主
防
災
会 

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
救
助
さ
れ
た
人
の

６
割
が
家
族
や
隣
人
な
ど
に
よ
っ
て
救
出
さ

れ
、
公
的
機
関
に
救
助
さ
れ
た
人
は
わ
ず
か

２
％
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
役
割

が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正

さ
れ
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
が
防
災
行
政

の
最
重
要
課
題
と
し
て
市
長
の
責
務
と
な
り
、

枚
方
市
は
各
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

自
主
防
災
会
は
全
て
の
小
学
校
区
に
組
織
さ

れ
、
五
常
校
区
で
は
平
成
15
年
11
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。 

自
主
防
災
会
で
は
全
て
の
住
民
が
会
員
と

な
り
、
自
治
会
長
に
は
各
自
治
会
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

五
常
校
区
自
主
防
災
会
の
活
動
費
は
自
主

防
災
活
動
に
使
途
を
限
定
さ
れ
た
市
の
補
助

金
（
特
別
事
業
額
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
か
ら
の
拠
出
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◎
両
者
の
関
係
と
主
な
活
動 

現
在
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
役
員
が

自
主
防
災
会
の
役
員
を
兼
務
し
、
両
組
織
は

表
裏
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
全
住
民
を
対
象
と
し
た

防
災
訓
練
（
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
や
自

治
会
の
会
長
及
び
防
災
担
当
者
を
対
象
と
し

た
研
修
や
防
災
研
究
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 ◎
地
域
防
災
推
進
員 

枚
方
市
は
、
災
害
時
に
救
助
や
消
火
等
を

初
め
、
地
域
内
で
の
防
災
活
動
の
先
導
を
行

う
と
と
も
に
、
自
助
・
共
助
に
よ
る
防
災
対

策
の
重
要
性
を
地
域
全
体
に
普
及
さ
せ
る
役

割
を
担
う
「
地
域
防
災
推
進
員
」
を
育
成
し

て
い
ま
す
。
市
主
催
の
２
日
間
の
研
修
（
理

論
及
び
実
技
）
修
了
が
必
要
で
、
修
了
後
は

各
地
域
で
の
活
動
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 

五
常
校
区
に
は
現
在
18
人
の
推
進
員
が

お
ら
れ
、
防
災
訓
練
で
は
指
導
的
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
に
お
か
れ
て
も
推

進
員
の
育
成
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

育
成
研
修
の
情
報
に
つ
い
て
は
自
主
防
災
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

             

五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
自
主
防
災
会 

 

五
常
校
区
の
安
全 

五
常
っ
子
見
守
り
隊
や
、
あ
い
さ
つ
運

動
、
七
香
会
な
ど
一
部
の
自
治
会
の
見
回

り
活
動
等
に
よ
り
、
平
成
27
年
の
空
き

巣
、
忍
び
込
み
、
ひ
っ
た
く
り
件
数
は
ゼ

ロ
で
し
た
。 

自
転
車
盗
や
部
品
狙
い
は
そ
れ
ぞ
れ

２
件
で
す
が
、
市
内
で
は
犯
罪
の
少
な
い

街
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
校
区
の
安
心
安
全
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！ 

出所：消防庁ホームページ 


